































































































































５）リポジトリを Official Open Archives registryに登録する。
http://www.openarchives.org/data/registerasprovider.html


























































トを比較する/Stevan Harnad and Tim 
Brody, D-Lib Magazine 10(6),2004
http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/harnad
/
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ここまでのまとめ
IRのメリットとインパクト（2）
?学内の業績の恒久的保存＝業績DBとの連携
http://hdl.handle.net/2297/1842
一意に決まるハンドル名が付与される。
2297=金沢大学の番号（固定）
1842=この番号は一例。論文ごとの番号
業績を溜め込んでいけば，一元管理ができる。
?学術コミュニケーションの改革＝商業的な学術雑誌
の価格高騰傾向へのインパクト
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課題と展望
? IRに関する課題は「コンテンツの登録数をど
うすれば増やせるか？」ということに尽きる。
? IRを支える技術及び著作権という世界的な動
向を意識する必要がある→IRは非常にワー
ルドワイドなものであり，従来の図書館の世
界とはかなり違う。
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コンテンツを増やすための方策１
いかに教員の手間を減らすか？
?類似DBとの重複をなくし，教員の登録の手間
を無くすことがポイント
?業績DBとの連携を検討中（今年度，CSI事業
で，九大，早大と連携して検討中）
（１）業績DBのインターフェイスから図書館に
全文を送付
（２）IRに全文登録可能か図書館で確認
（３）全文登録可能ならばKURAに登録
（４）不可能な場合は業績DBのみに登録
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コンテンツを増やすための方策２
リポジトリの有用性を高める方策
?OAI-Ster？JuNii？研究者の認知度は低い。
?他DBとIRを併用して利用するのは非効率的
→商用のデータベースからのナビゲート＝リン
クリゾルバとの連携が求められる。
?その一方，検索をするときにはデータベース
を使わずにＧＯＯＧＬＥを使うという人が多い
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コンテンツを増やすための方策３
PR＝KURAの認知度アップ
?学内広報の工夫・・・ポスター、チラシ，粗品
?図書館主催説明会，教授会，講習会...あらゆ
る機会の利用。秋以降予定
?教員宛のダイレクトメール
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コンテンツを増やすための方策４
著作権をめぐる動きへの対応
?「最初から電子媒体」というコンテンツの増加。
?生まれたその瞬間から著作物＝著作者の意
図とは別に著作権法で保護される。
?「ここまでは保護していらない。それよりは
使ってほしい」と著作権を放棄することを明示
?無料利用を原則とするIRのコンテンツの場合
にもこの表示が必要になるだろう。
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今後の課題
業務としての体制の確立
電子化時代の図書館員の専門性と関わる問題
1. 現在の業務との関連：コンテンツ登録の業
務量はどれぐらいになるのか？定員削減の
中で従来の図書館業務とどう調整していく
のか？
2. 新規の業務の確立：学内の研究成果出版･
公開への積極的関与＝学内発電子ジャー
ナルまたは学内出版
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最後に
KURAに登録する原稿を募集中！
論文を書いたらKURAへ
担当：情報部情報企画係
inkikaku@ad.kanazawa-u.ac.jp
